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１．は じ め に  

 神通川水系砂防事務所は、流域面積 761 ㎢の管内に昭和初期から今日に至るまでに構

築された 168箇所の直轄砂防設備を所管している。 

 本業務は、これらの砂防設備が正常な状態を維持し、砂防機能を発現しているか、ま

た、砂防設備の周辺が適正に利活用されているか等を確認するため、現地において巡視

点検を行うものである。 

 業務の実施にあたっては、急峻な斜面等危険な場所に数多く点在する砂防設備を、限

られた期間内に効率良く、しかも安全に巡視点検することが肝要となる。 

 管内は急峻な地形と脆弱な地質からなる山岳地帯に加え、急変する天候や有害動物の

出現など、巡視点検時おける様々な危険因子に対して安全対策を講じる必要がある。 

 弊社はこれまで「小さな事でも、少しでも安全側へ」を常に考え、巡視点検に際して

安全管理に対する改善を行ってきた。今回、その内の新たな取り組みを報告する。 

 

 

流域の特徴 

地質条件 脆弱で崩れやすい 

地形条件 急峻 

気象条件 多雨・多雪 

危険因子 

急峻斜面、落石、崩落 

急変する天候 

有害動物の出没 等 

課 題 

効率的な巡視点検 

危険因子の排除 
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２．課 題  

課題１ 効率的な巡視点検 

弊社は砂防関係施設点検要領(案)に則り目視を基本とした徒歩による点検を主方

法として行っているため、対象施設に到達することが条件となる。しかし、管内の巡

視点検経路は落石や土砂崩落の影響を受けやすく、巡視点検時に落石等により通行で

きなければ予定箇所の巡視点検が出来ず非効率的である。 

課題２ 危険因子の排除 

巡視点検は車両と徒歩により移動を繰り返す。この徒歩による移動は特に危険因子

が潜んでいると考える。神通川水系砂防事務所管内の携帯電話不感地帯における緊急

時の通信手段や、経験の浅い巡視員が歩き慣れない場所で転落・墜落する等の事故発

生の可能性など危険因子は多岐に渡る。 

 

３．課題に対する検討と対策  

課題１に対する検討 

点検経路の内、徒歩移動範囲の落石や崩落等の危険箇所は回避して移動可能である

が、車両移動範囲は障害物により大きく制限される。 

そのため点検経路の車両移動範囲について、巡視点検とは別に「事前現地踏査」を

実施・報告することで、事前対処が可能では無いかと考えた。 

課題１に対する実施 

事前現地踏査実施時期は対処期間も考慮し、巡視点検着手の約１ヶ月前とした。 

事前現地踏査の結果、点検経路にいくつかの落石・小規模崩落・倒木などの障害や

損傷を発見・報告し、調査職員による対応を頂いた。これにより円滑な移動が可能と

なり、安全且つ効率的な巡視点検が可能となった。 

下記は餌掛谷第１号砂防堰堤下流約 0.5km に位置する点検経路の舗装道路法肩陥

没事象である。道路を横断する側溝がオーバーフローし法肩が洗掘され大きく陥没し

車両通行に支障が生じていたが、巡視点検時には砕石投入により問題無く通行するこ

とができた。 

餌掛谷第１号砂防堰堤 

点検経路図 事前現地踏査時 改善後(巡視点検時) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題２に対する検討 

多岐に渡る危険因子の内、緊急性を要するものを優先に対策を検討した。 

一つは管内における携帯電話不感地帯での通信手段の確保とした。 

これまで携帯電話不感地帯での万が一の通信手段は発注者から借用した無線機と

していた。しかし、無線機に不慣れな年齢層の巡視員も増え、また、受注者自ら通信

手段を確保することは当然の義務とし携帯電話不感地帯での通信手段として衛星携

帯電話の導入を検討した。 

もう一つは徒歩移動の昇降時における転落、墜落防止とした。 

巡視点検は『砂防関係施設点検要領(案)』に基づき実施するため、袖天端や水通し

天端での計測、移動のためのタラップ昇降など、転落・墜落に繋がる可能性のある作

業が多い。また、常に移動を繰り返すことから工事現場のような足場等の構築は現実

的には不可能である。このように全施設に対応する安全対策を講じることは難しいが、

巡視員一人一人の装備を充実させることによる対策を検討した。 

 

課題２に対する実施 

衛星携帯電話については、緊急時における通信手段確保の重要性を鑑み、弊社支店

単独ではなく弊社全支店で導入することとした。また、車載型や過般型等の種類があ

る中から、徒歩移動の際に巡視員の荷物量の負担にならないよう小型・軽量タイプを

選択することとした。 

衛星携帯電話は、現地において緊急性を要する場合に使用するためその場でまごつ

かないよう、事前に巡視員による操作訓練を行い、また、砂防系事務所の連絡先を短

縮で登録し、操作方法を記した使用方法早見表を作成し万が一に備えることとした。 

 

 

 

 

イリジウム衛星携帯電話 使用方法早見表 

  



転落・墜落防止対策については、前述のとおり全施設に対応する安全対策を講じる

ことは難しいため、タラップ昇降時等の転落・墜落防止を目的として収納に便利な安

全帯（ランヤード巻取式）の他、高さ 8.0ｍまでの移動距離を可能とするベルブロッ

ク（これ以上は重量が重く携帯性が悪い）を購入し巡視点検の際に使用することとし

た。 

 

黒谷第１号砂防堰堤 左岸下流間詰部タラップでの安全帯使用状況 

遠  景 近  景 安全帯(ﾗﾝﾔｰﾄﾞ巻取式) 

 

 

 

 

 

  

 

６．今後の課題と反省  

 作業を実施し把握した内容から、以下のとおり今後の課題や反省点を挙げる。 

・事前現地踏査対応後に発生する障害や損傷は予見できないため、スコップ等の道具

を積載しておく必要があると感じた。 

・衛星携帯電話は、急峻な谷間や上空が開けていない場所では衛星を感知しない場合

があるため、全てにおいて万能ではないことを認識しておく必要がある。 

・転落防止のための安全帯やベルブロック等は、物理的にフックが届かない・かける

場所が無いなど問題が多く、ハード面での追加対策が必要と思慮される。 

 

７．お わ り に  

 砂防設備点検業務は常に移動を伴うため、工事現場のような大規模な安全対策を講じ

ることが難しい。その中で「小さな事でも、少しでも安全側へ」を念頭に熟練巡視員の

経験や知識に加え、経験の浅い巡視員が危険だと感じる作業手順や行動に耳を傾け、そ

れらをかけ合わせて更なる環境改善に取り組み、安全向上を目指していきます。 

また、神通川水系砂防事務所の皆様をはじめとし、関係者皆様方のお陰をもちまして

どうにか今年度の外業を無事故・無災害で終えることができました。厚く御礼申し上げ

ます。 

最後に、巡視点検の実施にあたって貴重なご意見、ご指導を賜りました神通川水系砂

防事務所調査職員の皆様、関係各位に深謝申し上げます。 


